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地球という名前の「星命体」 40
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化
石
燃
料
中
心
の
時
代
に
は
、
発
電
所

は
海
外
燃
料
の
受
入
れ
が
し
や
す
く
、

需
要
地
に
近
い
と
こ
ろ
に
立
地
し
て
い
た
。

原
子
力
は
、
お
そ
ら
く
安
全
を
考
慮
し
て
需

要
地
か
ら
遠
い
地
方
に
設
置
さ
れ
、
長
距
離

送
電
線
で
需
要
地
ま
で
電
力
を
運
ん
で
い
た
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
自
然
資
源
に
依
存

す
る
の
で
、
農
業
と
同
様
に
資
源
量
が
期
待

で
き
る
産
地
で
、
土
地
の
余
裕
も
あ
る
と
こ

ろ
に
立
地
す
る
こ
と
に
な
る
。
風
力
や
水
力
、

地
熱
は
特
に
こ
の
傾
向
が
強
く
、
発
電
所
自

体
は
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
立
地
す
る
も
の
と
な

る
。風

力
発
電
は
、
地
面
・
水
面
か
ら
離
れ
、

高
度
が
高
く
な
る
ほ
ど
風
速
が
速
く
な
る
の

で
、
大
型
化
が
進
み
、
最
近
で
は
２
０
０
m

の
巨
大
タ
ワ
ー
に
大
き
な
風
車
を
付
け
て
、

一
つ
の
風
車
で
15
Ｍ
Ｗ
（
１
・
５
万
㎾
）
も
発

電
す
る
も
の
が
主
流
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
複

数
の
風
車
を
配
置
す
る
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム

の
場
合
、
風
車
が
相
互
に
干
渉
す
る
の
で
一

定
の
距
離
を
置
い
て
ポ
ツ
ポ
ツ
と
配
置
す
る

こ
と
に
な
る
。
２
０
２
２
年
に
公
募
さ
れ

た
英
国
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
沖
合
で
の
洋
上

風
力
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
１
Ｇ
Ｗ

（
１
０
０
万
㎾
）
ク
ラ
ス
の
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー

ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
多
数
採
択
さ
れ
て
い
る

（
１
Ｇ
Ｗ
の
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
は
海
上
に
70

基
の
浮
体
式
巨
大
風
車
を
浮
か
べ
る
こ
と
に

な
る
）。
全
体
で
は
25
Ｇ
Ｗ
（
大
型
火
力
発
電

所
25
カ
所
分
、
２
５
０
０
万
㎾
）
が
採
択
さ

れ
て
お
り
、
英
国
政
府
の
思
い
切
っ
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
転
換
政
策
を
伺
わ
せ
る
。

太
陽
光
発
電
は
、
冬
の
積
雪
の
影
響
が
少

な
く
晴
天
日
数
の
多
い
と
こ
ろ
に
向
い
て
い

て
、
比
較
的
全
国
ど
こ
に
で
も
太
陽
光
資
源

は
存
在
す
る
。
一
方
で
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
の

タ
ワ
ー
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
稼
ぐ
風
力
発
電
と

は
異
な
り
、
出
力
を
稼
ぐ
た
め
に
は
広
大
な

面
積
を
必
要
と
す
る
。
例
え
ば
、
最
近
の
風

力
発
電
１
基
に
相
当
す
る
15
Ｍ
Ｗ
を
得
る
に

は
、
15
～
30　
ha
の
面
積
が
必
要
と
な
る
。
広

大
な
未
開
地
を
求
め
て
山
間
部
に
立
地
す
る

と
、
広
大
な
面
積
の
森
林
を
伐
開
す
る
こ
と

に
な
る
。
太
陽
光
発
電
は
大
規
模
な
土
木
工

事
を
伴
わ
な
い
の
で
、
広
大
な
面
積
の
開
発

を
行
っ
て
も
、
法
律
上
の
「
開
発
行
為
」
に

該
当
せ
ず
、
雑
な
工
事
で
設
置
す
る
業
者
も

出
て
く
る
。

日
本
は
災
害
が
多
い
た
め
江
戸
時
代
初
期

に
「
林
政
論
」
が
唱
え
ら
れ
、
江
戸
幕
府
は

１
６
６
６
年
に
「
諸し

ょ

国こ
く

山さ
ん

川せ
ん

掟お
き
て」

を
定
め
て

河
川
流
域
の
造
林
を
奨
励
し
た
。
ま
た
、
単

な
る
禁
伐
で
は
な
く
、
森
林
を
順
番
に
伐
採

す
る
「
輪
伐
」
や
、
未
成
熟
な
樹
木
や
稚
樹

は
残
し
て
森
林
更
新
に
当
て
る
「
択
伐
」
と

い
っ
た
計
画
的
な
管
理
が
江
戸
時
代
に
は
普

及
し
、
こ
れ
が
我
が
国
の
緑
の
国
土
を
築
い

て
き
た
。
太
陽
光
発
電
業
者
に
は
、
外
資
系

も
多
い
た
め
か
、
こ
の
よ
う
な
我
が
国
の
森

林
管
理
の
伝
統
を
無
視
し
た
林
地
開
発
を
行

い
、
土
砂
崩
れ
や
洪
水
の
危
険
を
招
く
も
の

も
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
他
方
、
太
陽
光
発
電

は
風
力
発
電
と
は
異
な
り
、
全
国
一
斉
に
正

午
に
発
電
ピ
ー
ク
と
な
る
た
め
、
太
陽
光
発

電
が
本
格
的
に
普
及
す
る
と
お
昼
に
余
剰
電

力
が
大
量
に
発
生
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
て

い
る
。

太
陽
光
発
電
を
は
じ
め
と
し
た
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
バ

ラ
ン
ス
や
立
地
政

策
に
つ
い
て
、
本

格
的
な
議
論
が
必

要
な
時
節
と
な
っ

て
き
た
と
言
え
よ

う
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
立
地
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